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これらの知見が得られた背景として考えられるメカニズムとして、第 3 章および第 4
章で得られた結果をふまえると、股関節外旋角度が大きくなることで、Toe-out 角度が
大きくなり、これに関連して前額面における圧力中心位置が足関節中心に対して外側に
位置する。ここで、地面反力の向きおよび大きさが同じであると仮定すると、地面反力
の作用線と膝関節中心との距離、すなわちレバーアームが短くなる。内的膝関節外反モ
ーメントは外的膝関節内反モーメントの反作用なので、この外的膝関節内反モーメント
が小さい、つまり下腿を内転させる力の回転効果が小さくなることで、膝関節外反が大
きくなる。一方、股関節内旋角度が大きい場合には、上記の逆のメカニズムによって、
内的膝関節外反モーメントが大きく、膝関節内反角度も大きくなる。ここで、第 2 章で
示されたように前額面での下肢関節の動きが代償動作のように動くことで、膝関節外反
角度が大きい場合には、股関節内転角度は大きく、足関節外反角度は小さくなると考え
られる。関節モーメントの大きさは関節角度の変化とは必ずしも一致しないため、この
メカニズムでは完全には説明することはできないが、膝関節内外反可動域のなかで性別
に関わらず、以上のようなメカニズムにより成り立っていると考えられる。つまり、股
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関節内外旋角度が膝関節におけるランニング障害のリスクファクターとされる前額面
膝関節キネマティクス・キネティクスに関連する重要な要因であることが示唆された。 
 本論文の知見は、走運動のバイオメカニクスに関する研究分野に新しい視点をもたら
すものである。今後の走運動のメカニズムや傷害予防に関する研究の発展につながる道
標となり得るものであり、スポーツ科学の分野の研究として極めて意義の高いものだと
いえる。本申請者の今後の研究上の活躍が大いに期待できる。 
 上記のような評価を得て、本審査委員会は、阪口正律氏の学位申請論文が博士（スポ
ーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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